
(イ)一人の子どもについての継続的記録

子どもたち一人一人の姿を追ってみると 幼稚園生活を通してだんだんと成長して

いく姿を実感することができる。私たち保育者は，子どもたち一人一人に応じた援助

をしながら，この子はどのように成長してきたのか，これからの課題はどんなことだ

ろうかと思いを巡らせながら保育に当た っている。

ここでは，自分らしさを発揮してい く過程と保育者の援助の在り方，その時の保育

者の思いについて まと めてみた。

① だんだんと友だちとかかわるようになってきたA)'s(年少児:女)

| 入国時 | 

保護者と一緒に保育室まで来て，保護者と離れることができたが，保護者が

帰った後に 「ママー !Jと泣き出す姿が見られた。

o A児が安心して過ごすこと ができるように保育者との信
頼関係づくりに努めよう 。(手をつないで過ごしたり，抱っ

こしたりなどのスキンシップを図る。 !f¥
o A児が興味 ・関心 をもっていることを知り，自分を出す " Iハ
ことができるように援助しよう 。 !¥ 11 ¥ 
[保護者との連携 IV ¥ 1 ハ
O 子どもが安心でき る時間 まで離れた場所か ら子どもの様 -v 
子を見てもらうように協力をもらう 。

O 保護者が不安に思ったり 焦ったりすることがないよう
に，子どもの様子を連絡帳や降園時を利用して話題にする 。

口
一日
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「フラフープを使った列車ごっこJ
A児が友だちとかかわ っている様子

O 保育者と A児， B児， c児で園庭を散歩していると B児がフラフープ
を楽しんでいる年長児を見付ける。

年長児「教えてあげょうか こうするんだよ(フラフープを腰で回す)J

B I (フラフ ープを指して)やってみたいJ
O 年長児を真似てやってみるが，腰で回転させることはできず，フラフー
プを列車に見立てて操作し始める。列車ごっこのき っかけになると感じて

保育者から言葉掛けをした。 量盟!，，"""，，:11 ーーー園田
いいね，行って

みよう 。

o B 児-C~'[l.-A 児一保の順番で列車のように連な っ て移動し，先頭の B

児を追って列車ごっこを楽しむ。子どもたちで遊びが盛り上がっていく様

子を見ながら保育者は少しずつ距離をおいて見守るようにした。

B I次は動物園ですよ ~J

A IB ち ゃ ん，待 っ て ~ J
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000 
o A児が興味・関心をもっているこ
とは何かなという思いをも ってかか

わろう 。

o A児が友だちと触れ合える機会を
っくり，人とかかわる楽しさを味わ

えるようにしよう 。

o A児がワクワクするような言葉掛
立ができるように，子どもたちとの

遊びを楽しもう 。

A児が友だちと過ごす時

間が増えてきたぞ !

保育者との信頼関係を土

台として自分の世界が広が

ってきたみたい !

「たけのこ体操J
A児が友だちとかかわっている様子

o A児， B児， c児 D児がテラスや保育室で追いかけっこをしている。
A I B ちゃん，まて，まて~ ! J 
O 四人に E児が加わり たけのこ体操をすることになる。

B Iたけのこ体操をしようよj

A， C， D， E Iやろう，やろう」

o A児がカセ ットデ yキを手にし，たけのこ体操のテープを準備するが，
なかなか音が鳴らないので保育者に話し掛けてきた。

A I先生，音が鳴らないよj

保 I(テープをひっくり返して)こうすればいいんだよ」
O 保育者に使い方を聞いたA児はうれしそうに

友だちのところへ行き，音楽に合わせてたけの

こ体操をする O

いいね !ま たやろう

O 繰り返し五人でたけのこ体操を楽しむ様子を保育者は見守った。

ハハ〉
ハハ〉
ハ
〉

o A児の成長の様子を見取り， A児が積極的に友だ
ちとかかわ っている姿を見守り 自分を出すことが

できた様子を実感した O

o A児が入国から少しずつ変わ ってい った様子を保
護者へ も伝えよう 。
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「わたしが教えてあげるJ

A児が友だちとかかわ っている様子

O 鉄棒で前日に前回りができるようになったA児と，前日に引き続き前回

りに挑戦する B児， c児が鉄棒遊びを始める。
A I今日も (前回りが)できたよ」

B IAちゃん，すごいなあ」

A Iわたしが， Bくんに教えてあげる 。見ててJ(AがBに前回りを見せる)
o A児と B児が保育者のところに走ってやってくる。
B I先生， (前回りが)できたよー!見に来てー!J 
A I先生，早 く，早く リ

o B児が保育者に前回りを見せる。
B I先生，いくよ，見ててねJ(ぐるっと 回る)
保 IBくんやったね す ぐにできる ようにな っ たね ~ J

B IAちゃんが教えてくれたんだよj

保 IAちゃんは， Bくんの鉄棒の先生だねJ
A(微笑む)

o A児と B児は繰り返し前回りを楽しみながら， c児にも自分たちの前回
りを見せ， c児を応援する。

| 三liI点嘩醐 輔蝉

.W・・
1 勺す .94 

l 事・・・・・・町 、， ・・
l 受 忍-覆訟‘

- ぷ ・・
ー

o A児が友だちに教えてあげようと
する姿を見守り，自分たちで挑戦し

ている姿を大切にした。

o A児のおかげでできるようにな っ
たと感じている B児の言葉を受け止

め， A児が自信をもつことができる

ような言葉掛けをした。

O これからも A児が自信をもつこと

ができるような機会を大切にしてい

こっ O

v 
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前回りができたことで， A

児は自信をもつことができ

たようだ。



入国時から A児の姿を追って記録 していったことで，子どもたちがどの ように して自分

の居場所を見付け，友だちとかかわってい くのかを感じ取ることができた。

子どもたちが幼稚園生活を楽 しみ，自分ら しさを発揮 して過ごすために，以下の ことを

大切にしたい。

① 幼稚園が安心して過ごせる場所であること

そのためには -

O 保育者と子どもの信頼関係づくりに努める。

O 保育者と 保護者との信頼関係を築く 。

O 一緒に過ごす友だちを知る。

② 友だちと触れ合える機会を多くもつこと

そのために保育者として ・

O 子どもたちの興味・関心を大切にする。

O 友だちのいいところ 工夫 しているところなどを伝えていく 。

③ 自信をもつことのできる機会を大切にすること

そのために保育者として ・

O できた喜びに共感する。

O 子どもたちが少 しがんばったらできそうなことを提供する。

(心地よ い負荷を与える。)

O 子どもたちが自信をもつ こと ができたことを保護者にも伝える。

自信をもち，友だちとのかか

わりを楽しむ姿

(自分を叶 (itPl~)

(~JÈ~) 

友だちと遊ぶ楽 しさを感じ

始めた姿(自分を出す)

(人とかかわる楽しさ)

先生と一緒に過ごす楽しさ

を感じ始山 (tè'L'~)
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② 自分の好きなことを見付けられるようになってきたB児 (年中児:男)

入国時

保育者や友だちと自分からかかわることはほとんどなく 自分の思いを伝え

ることがあまりできなかった。友だちのしていることをじー っと見ていること

が多かったので，保育者は「こんなものもあるよ」と空き箱やペッ トボトルな

どを提示したが，そこから離れ，また見ているという日々が続いた。

O 新 しい環境の中で，今は，友だちのしていること

などいろいろなことをじ っくりと見ている時期なの If¥ 

かな?しばらく見守るようにし よう。 1¥J ( 1 _ 

O 話をする中で， B児が好きなことや興味・関心を '""V 

もっていることを知ろう 。

4月 27日

rBもする」

B児が自らやりたいことを見付けてし、く様子

O 同じ クラスの子どもたちが 空き箱やロールペーパーの芯をガムテー プ

で付けて遊んでいる。保育者も，ガムテープを切った り，箱を押さえたり

してその場にいた。

O 近くで，その様子を見ていたB児。

B rBもする」

保 rBくんはf可をしたいの?J 
B 1"これとこれをつなげる」

O 小さな箱を二つ選んできたので，保育者は ガムテー プを切ってあげて，

それを付ける手伝いをする。

O それだけをつくると，うれしそうに自分のロ ッカーに持って行 く。帰る

ときには，それを大切そうに持ち帰る。

O 
く〉
く〉 ハ

〉

ハ
〉。

o B児の少ない言葉 をし っかりと受
け止められるようにしよう 。

o B児の好きなこと，興味・関心のあ
ることを 一緒に遊ぶ中で捉えていこ

B児が自分の意思をは っ
きりと伝え られたぞ!

焦ら ずに様子 を見てきて

つ。

o B児が遊ぶ中で，友だちと触れ合え
る機会をつくろう 。
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5月28日

6月7日

「牛乳パックを使った製作」

B児が自らやりたいことを見付けていく様子

O 友だちがつくっていた，牛乳パックをつなげたものを見ていたB児。自

分で牛乳ノTック を三つ持ってくる 。

B IBもこれをつくりたし」ガムテープを切ってください」

保「はいどうぞ」

O 自分で貼ろうとするが ぐちゃぐちゃになる。

保「先生，押さえておこうか。どこに貼りたい

の?J 
O 保育者が押さえておくと 自分で貼りたいとこ

ろに貼り、形をつくっていく 。うまく貼れなくて

ぐらぐらすると，また上からテープを貼って自分で工夫しようとする姿が

見られた。

O つくったものを持ってプレイルームへ行き 友だちが遊んでいるの

を見ながら，少し離れたところで遊びに参加している。

000 

「しないで!J 

O 少しずつ自分のイメージを保育者に
f云えられるようになってきたぞ。
O 友だちの遊びにも興味を示し，自分も
参加してみようとする変化が見られてき

たぞ。

B児が自らや りたいことを見付けていく様子

A I先生，かくれんぼしよう j
保円、いね。やろう，やろう」

o A児がかくれんぼをしようと提案し 近くにいる子どもたちを誘う 。男
女六人の友だちとかくれんぼをする。B児も仲間に入っている 。

C I誰がおにするの?J 
保「やりたいお友だちがおにになろうか。やりたい人?J 
A C E Iはい，おにやりたい」
O おにが数を数えている聞に B児などほかの子どもは隠れる 。何回かお
にを替わったりしながらかくれんぼを楽しむ。

o A児がB児をふざけてたたく 。
B Iしないで 1先生 Aくんがたたいた」
保 IAくん，どうしてたたいたの?J 
A I一緒に遊びたかったの」
保「一緒に遊びたかったら ，お友だちをたたいたら，楽しく遊べないよ」

A Iごめんね」
B Iいいよ」
O またみんなでかくれんぼをして遊ぶ。
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o B児が友だちと遊ぶ楽 しさを十分に
味わうことができるように保育者も

遊びの仲間に入ろう 。

o B児が自分の気持ちゃ，やってほし
くないことをしっかりと伝えられた

姿を認めてあげ、ょう 。

|1 1月下旬 |

「ぽんたのじどうはんばいきj

O 
く〉

C:::J 

園生活の中で，友だちゃ保

育者とかかわりながら自分

の好きな遊びを見付けられ

るようにな ってきたぞ、。

B児が自らやりたいことを見付けていく様子

o 1 1月中旬に行われたおたのしみ会で，友だちがした劇「ぽんたのじど
うはんばいきJ(葉つばを入れると欲しいものが出てくるという話)を見た
後，自分もぽんたになってごっこ遊びを楽しむ姿が見られた。

O 年少児が遊びに来る。
A Iネックレスをくださいj
O 年少児の言葉に気付かずにいる B児に保育者が言葉を掛ける。
保「お客さんが来たみたいだよj

A IネックレスをくださいJ
保「そこにある葉つばを入れてごらん」

o A児が葉つばを入れると， B児はネ ッ
クレスを探す。

B Iどうぞ」
A Iありがとう J
O 次々にやって来る年少児のお客さんを
相手に遊びを続ける。

B Iわー，こんなにお客さんが来た」

クラスの友だちだけでな

く，異年齢児とも交流できる

ようにな ってきたぞ。交流の

中でお兄ちゃんになったな。
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ネックレスをくださし、。

O 年少組の子どもたちとかかわりな

がら，遊びを楽しんでいる姿を認めて

あげよう 。

O 自分の好きな遊びを見付ーけて，じ っ

くりと取り組んでいる姿を認め，保育

者もお客さんにな って一緒に遊びを

楽しもう 。



入園時から B児の姿を追って記録していったことで， B児が新しい環境の中で，自分の

好きな遊びを見付け，友だちとのかかわりを増やしていく過程を追っていくことができた。

子どもたちが幼稚園生活を楽しみ，自分らしさを発揮して過ごすために，以下のことを

大切にしたい。

① 幼稚園が楽しく過ごせる場所であること

そのために保育者として・

O 子どもとの信頼関係づくりに努める。

O 一緒に過ごす友だちを知り，遊ぶ楽しさを感じられるようにす

る。

O 子どもの好きやことや 興味・関心を大切にする。

O いろいろな遊びを知り，興味をも ったことをやってみようとする

気持ちを育てる。

② 友だちと一緒に遊ぶ機会を多くもつこと

そのために保育者として ・

O 保育者も仲間に入りながら，友だちと一緒に遊ぶ楽しさを味わえ

るようにする。

O 友だちのよさや自分のよさについて知ることができるようにす

る。

O お互いの気持ちゃ意見がぶつかってしまう場面を大切にして，そ

こから子どもたちに多くのことを考えることができるようにする。

<B児の自分らしさ〉

友だちの遊びを見て，自分もやってみ

たいと保育者に伝える姿

( 自分を出す)(伝え合い )

日
月、，ム

句

E
A

好きな遊びを見付け，友だちと一緒

に遊ぶ楽しさを感じ，自分の気持ち

を友だちに伝えようとする姿

( 自分を出す)(伝え合い )

(人とかかわる楽しさ 〉

6 月 好きな遊びにじ っ くり取り組

む姿。年少児と遊ぶ中で年上と

して遊ぶ楽しさを感じ始めた

姿( 自分を出すX伝え合い)
(人とかかわる楽しさ )

(Ì1*l~~ ) 
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